
おおむた男女共同参画フエスタ 未来に残そう 人として尊重 される社会を

講演女と男のパー トナーシッップ
～女はもっと経済力を、男はもっと生活力を～

2009年 11月 15日 (日 )

会場 :大牟田文化会館 小ホール
コマーシャルの中の男女役割を問い直す会 吉田清彦

1.今 、私たちは、 どんな時代に生きているか

①少子高齢社会

② 「地方の時代 J

⇔ さまざまなパー トナーシップが求められている

(1)女 と男のパー トナーシップ

(2)世代間 (老壮青)のパー トナーシップ

(3)官 と民のパー トナーシップ

2.女 と男のパー トナーシップ

(1)自 立と共助 (パー トナーシップ、支え合い )

(2)女 はもつと経済力を

・香川の子育てもつと楽 しく !「 NPO法 人 わははネッ ト」 (香川県高松市 )
。アトピー&アレルギーを持つ子供たちのためのメガストア「もぐもぐ共和国」 (大 阪市 )

(3)男 はもつと生活力を

※男性の生活自立度チェック

3。 人生の節 目ごとの 「人生再設計」のすすめ

妻 と夫のパー トナーシップ

団塊の世代について

人生再設計のすすめ

4.自 治体 と (NPOな ど)市民グループとのパー トナーシップ
「地域力」の時代。市民、住民の 「自治力J「市民力」を高めよう


